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I:〕【 が

八尾市は、大阪府の中央部東寄 りに位置し、西は上町台地、東は生駒山地、南は羽

曳野丘陵に囲まれた山麓・丘陵先端から平野部にかけて立地しています。山麓や丘陵

先端部には、古 く旧石器時代に遡 り得る人々の生活の痕跡が点在 しています。また、

平野部では、古大和川水系が運び続ける土砂が厚 く堆積 してお り、その中に、弥生時

代以降の生活の跡が連綿と積み重なっています。

このような先人の残した財産―埋蔵文化町―は、市民が共有すべき財産であると

いっても過言ではありません。しかし、市民生活の利便性や豊かさを追求するための

開発工事は、一方ではこのような共有財産を破壊することが前提となってしまいます。

そこで、私どもは、開発工事によって破壊される埋蔵文化財について事前に発掘調査

を行い、記録保存・研究に努めています。

本書は、市民生活に密接にかかわる公共下水道工事に伴う発掘調査の報告をまと

めたもので、平成 19年度から21年度にかけて行った 6件の調査成果が集録されてい

ます。今回報告する調査地からは、弥生時代後期以降中近世に至るまでの遺構や遺物

が検出され、古代史上での人尾市の重要性があらためて認識されたといえます。本書

が地域史、ひいては日本史解明の一助になれば幸いに存じます。

最後になりましたが、人尾市下水道部をはじめ多 くの関係諸機関および地元の皆様

方に、多大な御協力をいただきましたことを心から厚く御礼申し上げます。

平成22年 3月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 西 浦 昭 夫

きし



序

1.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が平成19～ 21年度に実施した公共下水道工事に伴う

発掘調査の成果報告を収録したもので、内業整理及び本書作成の業務は各現地調査終了後

に着手し、平成22年 3月 をもって終了した。

1.本書に収録した報告は、下記の目次のとおりである。

1.本書に収録した各調査報告の文責は、 I坪田真一、Ⅱ・Ⅲ・V米井友美、Ⅳ oⅥ木村健明で、

全体の構成 。編集は木村・坪田が行った。

1,本書に掲載した地図は、八尾市教育委員会発行の16000分の 1の人尾市埋蔵文化財分布図―

平成19年度版―、八尾市発行の2500分の 1地形図(平成 8年 7月 編纂)を使用した。

1.本書で用いた標高はすべてT.P。 (東京湾平均海面)+値 (m)である。

1.本書で用いた方位は磁北及び座標北 (国土座標第Ⅵ系)を示す。

1.遺構名は下記の略号で示した。

溝一SD、 土坑―SK、 ピットーsP
l,遺物実測図の断面表示は、須恵器が黒、その他を白とした。

1.土色・土器の色調は、小山正忠 。竹原秀雄編1989F新版標準土色帖 9版』農林水産省農林水

産技術会議事務局監修を用いた。

1.各調査に際しては、写真・カラースライド・実測図を、後世への記録として多数作成した。

各方面での幅広い活用を希望する。
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I 太田遺跡第 9次調査 (O O T2008-9)



例

1.本書は、大阪府八尾市若林町三丁目地内で実施した公共下水道工事 (20-126工区)に伴う発掘

調査報告書である。

1.本書で報告する太田遺跡第9次調査 (O O T2008-9)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会
の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が人尾市から委託を

受けて実施したものである。なお諸事情から、第9-1次 と第 9-2次 の2次に分けて調
査を実施した。

1.現地調査は、第9-1次が平成21年 3月 12日 ～3月 27日 (夜間実働 1日 )、 第9-2次が平成
21年 4月 13日 ～ 4月 24日 (夜間実働 2日 )に、坪田真―を調査担当者として実施した。調査

面積は第9-1次が 4だ、第9-2次が 8∬で、総面積は12だである。
1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成22年 3月 に完了した。
1.本書作成に関わる内業整理業務は坪田が行った。

次

1.は じめに……………………………………………………………………………………………… 1

2.調査の方法と経過……………………………………………………………………………………2

3.調査概要……………………∵………………………………………………………………………2

4。 まとめ…………………………………………………………………………………………………2
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I 太田遺跡第 9次調査 (O O T2008-9)

太田遺跡第 9次調査 (O O T2008-9)

1.|よ じめに

太田遺跡は人尾市南部に位置する旧石器時代～中世に至る複合遺跡である。現在の行政区画

では、太田三・四 。九丁目、大田新町― 。三丁目がその範囲とされている。地理的には南から

伸びる羽曳野丘陵の先端部と、北側に広がる旧大和川が形成した沖積地との接点部に位置する。

周辺では、北側に木の本遺跡、西側に八尾南遺跡、東側に大正橋遺跡、南側には大和川を挟ん

で津堂遺跡が存在する。

今回の調査地の東側では当研究会による第 6～ 8次調査を実施しており、第 8次調査では縄

文時代～中世の遺構・遺物を検出した他、旧石器時代の地層から石器も出上している。また西

側に近接する八尾南遺跡域では、当研究会による第 1次調査、及び同地点での(財 )大阪府文化

財センターによる調査 (セ ンター2008人尾南)が行われ、洪水砂で覆われたため良好に保存され

ていた弥生時代後期の集落をはじめ、弥生時代後期末～古墳時代初頭の墓域、古代～中世の集

落域が検出されている。

哲桂剤恥脅

匡](財)八尾市文化財調査研究会

(](財)大阪文化財センター

園日大阪府教育委員会

1988′~酌
淋こ::五
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第刊図 調査地位置図
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2.調査の方法と経過
今回の調査は八尾市若林町三丁目地内で実施した公共下水工事 (20-126工区)に伴う調査で、

当調査研究会が太田遺跡内で行った第 9次調査 (O O T2008-9)で ある。

調査地は人子L部分 (規模約2.OX2,Om)3箇所で、総面積は12ど を測る。地区名は西から1～

3区とした。このうち、 3区が平成20年度に実施した第9-1次調査、 1・ 2区が平成21年度
第9-2次調査である。
調査は工事掘削深度である現地表(T.P.+12,3～ 12.4m)下2.3～2.8mま でを機械 。入力掘削併

用で行い、遺構・遺物の検出に努めた。なお調査はすべて夜間調査である。

く
太田橋交差点

第2図 調査区位置図
3.調査概要
いずれの調査区においても、遺構・遣物は検出されなかった。

1区では盛土以下に水成堆積が続いているが、上部の 1・ 2層は西側に現存する水路の旧流

路の可能性がある。また下部の 3層以下については、南西の八尾南遺跡の調査成果 (セ ンター

2008八尾南)か ら勘案して弥生時代後期頃の流路の存在、あるいはその影響による堆積が考えら

れる。この水成層は2。 3区には及んでいない。

2。 3区は下部ではほぼ同様の層位が認められた。 3区 5。 6層 はMn斑・Fe斑を多く含む

土壊化層で、東部の調査成果からみて古代～中世頃の水田面の可能性がある。 8。 11・ 14層上

部は暗色を呈し、土壌化していると考えられ生活面の可能性がある。弥生～古墳時代に相当す

ると思われる。

4.ま とめ

今回の調査では遺構・遺物は検出されなかった。しかし東の 2・ 3区では数枚の土壊化層が

認められ、東の調査地や西の八尾南遺跡域で確認されている弥生時代～中世の集落域が広がつ

ているものと考えられる。

参考文献
・岡本茂史・正岡大実・他2008『人尾市 八尾南遺跡一大和川改修 (高規格堤防)建設事業に伴う坦蔵文化
財発掘調査報告書― (財)大阪府文化財センター調査報告書第172集』財団法人大阪府文化財センター
・高萩千秋2005「 Ⅱ太田遺跡 (第 6次調査)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告82』 財団法人八尾市文

化財調査研究会

高萩千秋2007「 I太田遺跡

文化財調査研究会
。西村公助2007「 Ⅱ太田遺跡

文化財調査研究会

(第 7次調査)」 F財団法人八尾市文化財調査研究会報告104』 財団法人八尾市

(第 8次調査)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告104』 財団法人八尾市
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TP+120m

110m

刊区                     2
0 盛土
刊 5Y6/1灰色細粒砂～極粗粒砂
2 5Y3/1オ リーブ黒色シルト質粘土
3 5Y6/2灰オリーブ色極細粒砂～細粒砂混シル ト
4 5Y6/2灰オリーブ色シルト質粘土～極細粒砂互層
5 25Y6/2灰 黄色シル ト混細粒砂～粗粒砂

第3図 断面模式図 (S=1/20)

I 太田遺跡第 9次調査 (O O T2008-9)

・3区
O 盛土
l N3/0暗灰色細粒砂～中粒砂混粘土質シルト:旧耕土
2 25Y7/2灰 黄色極細粒砂～細粒砂混粘土質シルト
3 10YR7/2に ぶい黄橙色極細粒砂～細粒砂
4 10YR6/2灰黄褐色シルト混極細粒砂
5 10YR4/1褐灰色粘土質シルト Mn斑多
6 10YR4/3に ぶい黄掲色シルト質粘土 Mn斑多 Fe斑多
7 7 5GY6/1緑灰色粘土 Fe斑多
8 2 5GY6/1オ リーブ灰色粘土
9 7 5GY6/1緑灰色粘土質シルト
10 2 5GY6/1オ リーブ灰色粘土
11 5GY5/1オ リーブ灰色シルト混細粒砂～粗粒砂
12 10GY6/1緑 灰色粘土質シルト
13 2 5GY5/1オ リーブ灰色粘土質シルト
14 75Y3/1オ リーブ黒色シルト質粘土
15 75Y6/1灰色シルト質粘土

1区

L__lf__」
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1区北壁 (TP+106～ 120m)
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2区北壁 (TP+110～ 123m) 2区北壁 (TP+97～ 123m)

3区調査地 (北から) 3区東壁 (GL～ TP+105m)

3区東壁 (TP+98～ 107m) 3区下層機械掘削 (南東から)
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Ⅱ 恩智遺跡第 19次調査 (O J 2007-19)



例

1.本書は、大阪府八尾市恩智南町二丁目地内で実施した公共下水道工事 (1併 113工区)に伴う発
掘調査報告書である。

1.本書で報告する恩智遺跡第19次調査 (O」 2007-19)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が八尾市から委託を受

けて実施したものである。なお、調査期間の諸事情から、第19-1次と第19-2次の 2次

にわけて調査を実施した。

1.現地調査は、19-1次が平成20年 2月 18日 から3月 31日 (実働 2日 )、 19-2次が平成20年 5

月 8日 から7月 13日 (実働 3日 )にかけて、米井友美を調査担当者として実施した。調査面

積は第19-1次が約4.0ど、第19-2次が約4.5∬で、総面積は約8.5だである。
1。 現地調査においては、赤松英幸 。中野一博・和田直樹の参加を得た。

1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成22年 3月 に完了した。
1.本書作成に関わる内業整理業務は、遺物実測―市森千恵子・永井律子、図面レイアウト・ト
レースー米井、遺物写真撮影―木村健明が行った。

1,本書の執筆・編集は米井が行った。

次

1.は じめに………………………………………………………………………………………………5

2.調査概要………………………………………………………………………………………………7
1)調査の方法と経過・……………………………………………………………………………7
2)基本層序 ・………………………………………………………………………………………7
3)検出遺構と出土遺物 ・…………………………………………………………………………9
3.ま とめ―………………………………………………………………………………………………9
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Ⅱ 恩智遺跡第19次調査 (O」 2007-19)

Ⅱ 恩智遺跡第19次調査 (O J 2007-19)

1.|よ じめに

恩智遣跡は人尾市南東部に位置する、旧石器時代～鎌倉時代に至る複合遺跡である。現在の行

政区画では、恩智北町一～四丁目、恩智中町一～五丁目、恩智南町一～五丁目にあたり、南北約

■Okm、 東西約1.2kmがその範囲とされる。地理的には生駒山地西麓から形成された扇状地から低

地部にかけて広がっており、周辺では、北側に郡川遺跡、南側に神宮寺遺跡、西狽1に玉串川を挟

んで東弓削遺跡が存在する。

本遺跡は、大正 6年 (1917)の梅原末治・島田貞彦両氏による踏査と鳥居龍蔵氏による試掘調査、

昭和14年 (1989)の大阪府の事業による藤岡謙二郎氏の発掘調査、昭和23年 (1948)の今里幾次氏に

よる出土遺物の報告をはじめとした多くの調査が実施されており、縄文時代～弥生時代を中心と

した遺跡として古くから周知されている。近年も天王の杜周辺とその南～南西狽1、 北側を中心に

多くの発掘調査が行われ、本遺跡は天王の社周辺から北西～西狽1に展開していたことが判明して

いる。今回の調査地は遺跡南束部にあたり、遺跡の中心とされる天王の社周辺と遺跡東部の恩智

城跡の間に位置することから、これらの時期の遺構・遺物の存在が想定された。

第 1図 調査地周辺地図
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表 1 周辺の調査地一覧表
略号 所在地

査
間
調
期 調査原因 主な遺構・出土遺物 文献名 機関

S49
恩智甲脚J

3丁 目
1974 防火用水準
譜活

縄文時代～弥生時代―土器 山本昭 泉本知秀 福岡澄男 1976「 八尾市恩智遺跡の出土遺物」「大阪文化誌』
第2巻 1号

市教委

瓜生堂調査 恩智北町～

恩智中町
1975～

1978

河す1改修 弥生時代前期～古墳時代中期一本
管墓 土坑 溝 井戸 自然河川

田代克巳他 1980F恩智遺跡」瓜生堂遺跡調査会 瓜生堂遺

跡調査会

昭和 51～
53調査

恩智中町

3丁 目
1976～

1978
集合住宅建
設

弥生時代中期―土器 へ尾市教育委員会 市教委

恩智中町

2丁 目
1979 天理教教会
増築

弥生時代―土器 代尾市教育委員会 市教委

恩智中町

2丁目
1983/2 個人住宅建
設

弥生時代前期―土坑、弥生土器 山本昭 米田敏幸 F人尾市内遺跡昭和57年度発掘調査報告書―教興寺の調査―」
八尾市文化財調査報告9 昭和57年度国庫補助事業

市教委

恩智中町
1丁目

1984/5
～6
銀行建設 弥生時代中期―甕桔 溝 米田敏幸 1985「 2恩智遺跡の調査 (恩智中町1丁 目77-2)」 F人尾市内遺跡昭

和59年度発掘調査報告書』人尾市文化財調査報告 11昭和59年度国庫補助事業
市教委

S59 (2)
恩智中町

3丁 目
19876 個人住宅建
設

弥生時代―土器 米田餃幸 嶋村友子 1985「 八尾市市内遺跡昭和59年度発掘調査報告書」八尾市
文化財調査報告11 昭和59年度国庫補助事業

市教委

恩智中町

3丁 目
1986/7
～9
個人住宅建
設

縄文時代晩期―小穴 落込み 土
器集積

嶋村友子 1987「入尾市市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書―恩智遺跡の調査―』
入尾市文化財EFl査報告14 昭和61年度国庫補助事業

市教委

86-494 恩智南町
1丁目

1987/7 個人住宅建

設

遺構 遺物なし 鳴村友子 1988「 5 恩智遺跡 (86-4%)の 調査J「人尾市市内遺跡昭和62年度
捲掘調査報告書J人尾市文化財調査報告17 昭和62年度国庫補助事業

市教委

86-518 恩智中町
3丁 目

1987/8 個人住宅建

設

弥生時代中期―土坑 小穴 米田敏幸 1988「 6 恩智遺跡 (86-518)の調査JF人尾市市内遺跡昭和62年度
発掘調査報告書J人尾市文化財調査報告17 昭和62年度国庫補助事業

市教委

62 - 529
恩智中町
3丁 目

1988/5 個人住宅建

設

弥生時代中期―土器 石器 近江俊秀 1989「 5 恩智遺跡 (62-529)の調査」F八尾市市内遺跡昭和63年度
発掘調査報告書I〕 八尾市文化財調査報告19 昭和63年度国庫補助事業

市教委

63-361 恩智中町
3丁 目

1988/11 回人住宅建 弥生時代～古墳時代―遺物包合層 米田敏幸 1989「 6 恩智遺跡 (63-361)の調査」F人尾市市内遺跡昭和63年度
発掘調査報告書 I』 八尾市文化財調査報告19 昭和63年度国庫補助事業

市教委

63-399 思智中町
3丁目

1989/1 公共下水道
工事

体生時代中期―土器 米田敏幸 1989「 10 恩智遺跡 (63-399)の調査」F人尾市市内遺跡昭和63年
度発掘調査報告書I』 人尾市文化財調査報告20 昭和63年度国庫補助事業

市教委

90-282 恩智中町
3丁 目

1990/1( 日人住宅燿
守

弥生時代―土坑 小穴、弥生時代
～古墳時代―土器 石器

漕 斎 1991「 5 恩智遺跡 (90-282)の調査」F人尾市市内遺跡平成2年度発
掘調査報告書 I』 人尾市文化財調査報告22 平成2年度国庫補助事業

市教委

91-232 恩智中町
2丁 目

1991/9
～10
水道管埋設 林生時代―遺物包含層 滴 斎 吉田野乃 1992F人尾市市内遺跡平成3年度発掘調査報告書I』 八尾市

文化財調査報告26 平成3年度国庫補助事業
市教委

92-352 恩智中町
丁目

1992/1( 遺椿確認調

査

称生時代―遺物包含層 吉田野乃 1993「 15。 恩智遺跡 (92-352)の調査J「八尾市市内遺跡平成4年度
発掘調査報告書 I』 人尾市文化財調査報告27 平成4年度国庫補助事業

市教委

92-640 息智中町
3丁 目

1993/5 浄宅

置

住

設

用

槽

専

化
弥生時代中期―落ち込み状遺構 漕 斎 1994「 5 恩智遺跡 (92-640)の調査J「八尾市市内遺跡平成5年度発

掘調査報告書I』 八尾市文化財調査報告29 平成5年度国庫補助事業
市教委

95 - 169
恩智中町

3丁 目
1995/8 個人住宅建

設

弥生時代中期～後期― 落ち込み
状遺構、弥生土器 須恵器

米田彼幸 1996「 2 恩智遺跡 (95-196)の調査」F人尾市市内遺跡平成7年度
発掘調査報告書IJ人尾市文化財調査報告33 平成7年度国庫補助事業

市教委

96 - 408
恩智南町
2丁 目

1996/9 遺構確認調
査

弥生時代中期―遺物包含層 藤井淳弘 1997「 2 恩智遺跡 (96-408)の調査」F人尾市市内遺跡平成8年度
発掘調査報告書IJ八尾市文化財調査報告36 平成8年度国庫補助事業

市教委

96-甲 ] 恩智中町
3丁 目

1997/2 個人住宅建
設

弥生時代～中世―遺物包含層 藤井淳弘 1998「 2-1 恩智遺跡 (96-471)の調査」F人尾市市内遺跡平成9
年度発掘調査報告書I』 八尾市文化財調査報告38 平成9年度国庫補助事業

市教委

96-747 恩智中町
3丁 目

1997/3 専用住宅浄
化槽設置

縄文時代晩期 弥生時代中期―土
器 石器

藤井淳弘 1998「 2-2 恩智遺跡 (96-74F)の調査」F八尾市市内遺跡平成9
年度発掘調査報告書I』 人尾市文化財調査報告38 平成9年度国庫補助事業

市教委

思智南町

2丁 目
1997/3 浄化槽設置 赤生時代中期一溝、中世―溝 藤井淳弘 1998「 2-3 思智遺跡 (96-518)の調査」F八尾市市内遺跡平成9

年度発掘調査報告書 I』 人尾市文化財調査報告38 平成9年度国庫補助事業
市教委

97-38 恩智中町
3丁 目

1997/4 専用住宅浄
化槽設置

古墳時代後期以降―遺物包含層 篠井淳弘 1998「 2-4 恩智遺跡 (97-38)の 調査」「八尾市市内遺跡平成9年
度発掘調査報告書IJ人尾市文化町調査報告38 平成9年度国庫補助事業

市教委

96-657 脚卿
1997/6 専用住宅浄
化槽設置

弥生時代中期―遺物包含層 藤井淳弘 1998「 2-5 恩智遺跡 (96-657)の調査」「人尾市市内遺跡平成9
年度発掘調査報告書 I』 人尾市文化財調査報告38 平成9年度国庫補助事業

市教委

野 -310 脚螂
1997/8

9

個人住宅建

設

弥生時代中期―土坑状遺構 落込
み状遺構

漕 斎 1998「 2-6 恩智遺跡 (97-3紹 )の調査J「人尾市市内遺跡平成9年
度発掘調査報告書 I』 人尾市文化財調査報告38 平成9年度国庫補助事業

市教委

98-54 恩智中町
1丁目

1998/4 i争化槽設置 称生時代中期―遺物包含層 藤井淳弘 1999「 2-1 恩智遺跡 (98-54)の 調査」「人尾市市内遺跡平成10
年度発掘調査報告書IJ人尾市文化財調査報告40 平成10年度国庫補助事業

市教委

98-278 恩智中町
3丁 目

1998/8 専用住宅浄
化槽設置

電文時代晩期―土器溜り、弥生時
代前 中期―溝 土坑状遺構

吉田野乃 1999「 2-2 恩智遺跡 (98-278)の調査」「人尾市市内遺跡平成 10
年度発掘調査報告書 I』 八尾市文化財調査報告40 平成 10年度国庫補助事業

市教委

98-395 恩智中町
1丁 目

1998/10 個人住宅建
設

祢生時代中期―遺物包含層 藤井淳弘 1999「 2-3 恩智遺跡 (98-395)の調査」膨Л、尾市市内遺跡平成10
年度発掘調査報告書IJ人尾市文化財調査報告40 平成10年度国庫補助事業

市教委

99-466 恩智中町
3丁 目

個人住宅建
設

近世以降―土坑 溝 (耕作関連)、
中世以前一遺物包含層

滴 斎 2001「 1 恩智遺跡 (99-466)の調査」「人尾市市内遺跡平成12年度発
掘調査報告書』人尾市文化財調査報告4 平成12年度国庫補助事業

市教委

00-398 思智中町
3丁 目

個人住宅建
設

古墳時代～弥生時代中期―遺物包
含層

吉田珠己 2002「 2 恩智遺跡 (00-398)の調査」「人尾市市内遺跡平成13年反
発掘調査報告書』人尾市文化財調査報告46 平成13年度国庫補助事業

市教委

05-38 恩智中町
2丁 目

分譲住宅建
設

林生時代中期―遺物包含層 原田昌則 2006「 4-1 恩智遺跡 (05-38)の調査」「人尾市市内遺跡平成17
年度発掘調査報告書』人尾市文化財調査報告53 平成17年度国庫補助事業

委

会

教

究

市

研

05 - 254
恩智中町

2丁 目
分譲住宅建
設

近世―井戸、古墳～弥生時代―遺
物包含層、弥生時代―土坑 溝

高萩千秋 2006「 4-3 恩智遺跡 (05-254)の調査J「人尾市市内遺跡平成 17
年度発掘調査報告書J人尾市文化財調査報告53 平成17年度国庫補助事業

委

会

教

究

市

研

OJ00-8 恩智中町2 3「 目
2000/3 公共下水道
工事

弥生時代中期～後期―遺物包含層 岡田清- 2001「 I 恩智遺跡第8次調査 (OJ2000-8)JF財 団法人人尾市文化
財調査研究会報告75』

研究会

OJ01-9 恩智中町23丁 目
2000/4 公共下水道
工事

殊生時代中期～後期―遺物包含層 岡田清- 2001「 I 恩智遺跡第9次調査 (OJ2000-9)」 F財団法人人尾市文化
財調査研究会報告75』

研究会

11

恩智中町
23丁目

2001/11 公共下水道
工事

縄文時代晩期―土器 土偶、弥生
時代中期―土坑 落込み 土器集
積

森本めぐみ 2001「 Ⅵ 恩智遺跡第 11次調査 (OJ2001-11)」 F財回法人八尾市
文化財調査研究会報告 7劇

研完会

13
恩智中町

3丁 目 陽
・３
公共下水道
工事

弥生時代中期～後期―遺物包含層 司田清- 2001「Ⅷ 恩智遺跡第13次調査 (OJ2001-13)」『財団法人八尾市文
ヒ財調査研究会報告75J

研究会

OJ04-15 恩智中町23丁 目
2004/5 公共下水道
工事

弥生時代中期 中世―土器 石器 司田清- 2005「Ⅲ 恩智遺跡第15次調査 (0〕拗1-13)J「財団法人八尾市文
化財調査研究会報告75J

研究会

OJ05-16 恩智南町
1丁 目 陸
・６
公共下水道
工事

弥生時代～近世―土器 陶磁器類 Ⅲ田清- 2006「Ⅷ 恩智遺跡第16次調査 (OJ2005-16)J「財団法人人尾市文
化財調査研究会報告8倒

研究会

OJ05-17 思智中町
3丁 目

2005/6
～8
公共下水道
工事

縄文時代晩期～近世―土器 石器
陶磁器類

司田清- 2006「Ⅸ 恩智遺跡第17次調査 (OJ2005-17)J「財団法人人尾市文
陀財調査研究会報告 8倒

研究会

OJ05-18 思智中町
3丁 目

2005/9
～12
公共下水道
工事

弥生時代中期―土坑 溝 ピット、
古墳時代―自然河川、中世―落込み

原田昌則 2007「 Ⅳ 恩智遺跡第18次調査 (OJ2005-18)J「財団法人人尾市文
化財調査研究会報告98」

研究会
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H 恩智遺跡第19次調査 (O」 2007-19)

2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の調査は人尾市恩智南町二丁目地内で行われた公共下水道工事 (19-113工区)に伴う調査

で、当調査研究会が恩智遺跡内で行った第19次調査である。

調査地は人孔・小マンホール部分 5箇所 (規模約1.0～ 2.0× 約1.Om)で 、面積は約8.5∬を測る。

各調査地点は北から第 1～ 5区と呼称した。このうち、平成19年度に実施した19-1次調査は第
3区 。第 4区の2か所、平成20年度に実施した19-2次調査は第 1区 。第 2区・第 5区の3か所
である。

掘削は工事掘削深度の現地表(T,P.+15.8～ 21.9m)下 1.3～2.Omま でを人力・機械を併用して平

面・断面の調査を行い、遺構、遺物の検出に努めた。第 5区については、当初人孔部分での調査

を予定していたが、調査前に工事が終了していたため、当初の予定地より約 2m北側の小マンホー

ル部分で調査を行った。

2)基本層序
調査区は扇状地上から低地部にかけて点在しており、各調査区で対応する層がほとんど見られ

なかったため、調査区ごとに記述する。第 1～ 4区では、既存の水道管・ガス管・排水溝等の敷

設による掘削・削平を受けており、盛土・客土は厚さ0.7～ 1.5mを測る。

第 1区 :10層 は盛土・客土。以下約1.2mま での間に3層の地層を確認した。11層は水成堆積層、
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Ⅱ 恩智遺跡第19次調査 (O」 2007-19)

第 2区 :20層 は盛土 。客土。以下約1.lmま での間に7層の地層を確認した。21～23層 は整地

層と考えられる。24・ 25層は土壌化層で、古墳時代前期～中期に比定できる土師器甕と弥生土器

などの細片が出土した。2005年に調査地の西側約10mの地点で行われた第18次調査では、盛土直

下で褐灰～灰黄褐色の砂質シル ト～中礫混砂質シルトの層 (Ⅳ -1・ 2層 )が検出されており、

24・ 25層がこれにあたると考えられる。

第 3区 :30層 は盛土・客土。上層は既存の水路により大きく撹乱を受けていたが、以下約0.5

mま での間に4層の地層を確認した。31層 は近世の上壌化層で、陶磁器などが出上した。32層 は

河川堆積層で、一部でラミナがみられる。33・ 34層 は近世以前の耕作土と考えられる。34層から

は羽釜の破片が 2点出上している。

第4区 :40層 は盛土・客土である。41～43層は土石流状の河川堆積層と考えられる。

第 5区 :51層 は現耕土。52～56層 は水成堆積層である。53～55層では土師器の細片が少量含ま

れる。

3)検出遺構と出土遺物
第 2区で土坑 1基 (SKl)を検出した。SKlは 第 2区23層上面(T.P.+18.7m前 後)で検出さ
れた。調査区北壁断面で確認し、調査区外へ広がるため全形は不明で溝状遺構の端の可能性もあ

る。埋土には極少量の上師器の細片を含むが、時期を特定できるものはなかった。時期について

は23層 出上の遺物の時期から近世以降と考えられる。

出土遺物は、各調査区から土器類が出上したが、ほとんどが細片のため図化には至らなかった。

1は第 3区31層から出土した。肥前系の染付碗で、外面に草花文が施される。18世紀に比定され

る。2は第 3区31層から出土した。陶器悟鉢で、片口をもつ。3は第 3区34層から出土した土師

器羽釜で、鍔部のみ残存する。詳細な時期等は不明である。この他に、図化には至らなかったが、

第 1区 13層からローリングを受けたサヌカイトの石核 (図版2-4)が出土している。

3.ま とめ

今回の調査は調査区が小さく点的なものであったが、恩智遺跡南部の生駒山地西麓に形成され

た扇状地上と低地部にかけての比較的広範囲にわたって行われ、各調査区で異なる様相が確認で

きた。調査地北側の扇状地上に立地する第 1・ 2区では、第 1区で土石流状の堆積層、第 2区で

近世以降の土坑及び土壌化層と古墳時代前期～中期の遺物を含む土壌化層を検出した。第 3区は

扇状地上と低地部の間にあたる傾斜地で、上層は大きく撹乱を受けていたが、近世以前の河川堆

積層と土壌化層が確認できた。現地表が近世の上壌化層より約1.5m高 くなっていることから、

周辺は調査区北から東側にかけて広がる扇状地から土が流れ込んできたか、近世以後に盛上がさ

0    (1:4)   10Cm

孝
妻

Yrン 2

肘 3  蜜::::オ層

第 4図  出土遺物実測図
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れた可能性がある。第4区は扇状地南側の谷地にあたる箇所で、調査地より北 。東側の扇状地上

部から多量の土が流れ込んできたと考えられる土石流状の河川雄積層が確認できた。第 5区は低

地部にあたり、現耕土より下層は礫をほとんど含まない水成堆積層で、一部ブロック状になって

いる箇所があることから、扇状地上から流れてきた上が暫時堆積した層と考えられる。

また、今回の調査では、第 2区を除く調査区では近世以前の遺物・遺構はほとんど検出されな

かったため、調査地周辺は近世以降まで居住域として利用されなかったと考えられる。しかし、

扇状地上から流れた上が厚く堆積した地点もあり、近世以前の遺構面まで達しなかった可能性も

ある。

参考文献
。原田昌貝1 2005「 Ⅳ 恩智遺跡第18次調査 (O J 2005-18)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告98』
財団法人人尾市文化財調査研究会
・九州近世陶磁学会 2000F九州陶磁の編年』
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図
版
１

刊区調査地全景 (北から)

2区調査地全景 (西から) 1区北壁

2区北壁西側 2区北壁東側

3区調査地全景 (西から) 3区北壁
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4区調査地全景 (北から) 4区西壁

5区調査地全景 (西から) 5区東壁

3区31層 出土遺物 (1) 3区31層出土遺物 (2)

1区 13層出土遺物 (4)3区34層 出土遺物 (3)
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Ⅲ 太子堂遺跡第 12次調査 (T S 2008-12)



例

1.本書は、大阪府八尾市南太子堂二・三丁目地内で実施した公共下水道工事 (20-24工区)に伴

う発掘調査報告書である。

1.本書で報告する太子堂遺跡第12次調査 (T S 2008-12)の発掘調査業務は、八尾市教育委員会
の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が入尾市から委託を

受けて実施したものである。

1,現地調査は平成20年 10月 24日 ～平成20年 10月 31日 (実働 4日 )にかけて、米井友美を調査担当

者として実施した。調査面積は約26.2∬である。

1.現地調査においては、梶本潤二・中野一博 。中浜輝志 。西出一樹の参加を得た。
1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成22年 3月 に完了した。
1.本書作成に関わる業務は、米井が行った。
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Ⅲ 太子堂遺跡第12次調査 (T S 2008-12)

Ⅲ 太子堂遺跡第12次調査 (T S 2008-12)

1.|よ じめに

太子堂遺跡は、人尾市の南西部に存在する古墳時代前期から室町時代に至る複合遺跡で、地理

的には、旧大和川の主流であった平野川の自然堤防上に位置している。現在の行政区画では太子

堂三丁目～六丁目、東太子二丁目、南太子堂一丁目～六丁目がその範囲とされる。当遺跡周辺に

は、北に跡部遺跡、北西に亀井遺跡、北東に植松遺跡、東に植松南遺跡、南に木の本遺跡が存在

している。

当遺跡周辺では、遺跡南西部と当遺跡北東に隣接する植松遺跡内を中心に大阪府教育委員会・

(財 )大阪府文化財センター・八尾市教育委員会 。(財 )八尾市文化財調査研究会が発掘調査を実施

しており、古墳時代前期から室町時代の遺構 。遺物が検出され、集落とその周辺に展開する生産

『 EE_― こ
~鞘

第 1図 調査地周辺地図
表 1 周辺の調査地一覧表

‥８と
―

略号 遺跡名 所在地 調査機関
回4B
(� )

主な成果 関連文献

TS97-7 太子堂
南太子堂 4

5丁 目地内
研究会

平安時代後期の井戸 土坑、平安時代～中世遺物包
含層

西村公助2000「 XⅣ 太子堂遺跡第7次調査 (TS97-7)J
F財団法人人尾市文化財調査研究会報告6側

TS98-8 太子堂
南太子堂5
丁目地内

研究会
古墳時代中期埴輪、奈良～鎌倉時代の井戸土坑 溝
水田等

高萩千秋2000「 XV太子堂遺跡第8次調査 (TS98-8)」
F財団法人人尾市文化財調査研究会報告6倒

TS98-9 太子堂
南太子堂 3

丁目地内
研究会

古墳時代前期 平安時代の遺物包合層、埋没河川「壱
平野川」を検出

成海位子2000「 X太子堂遺跡第9次調査 (TS98-9)」
F財回法人八尾市文化財調査研究会報告6劇

TS99-10 太子堂
南太子堂4
5丁 目地内

研究会
古墳時代河川、平安時代前期遺物包含層、平安時代
後期土抗 溝 土器溜

森本めぐみ2001「Ⅸ太子堂遺跡第10次調査 (TS99-10)」
F財団法人人尾市文化財調査研究会報告6刻

TS02-11 太子堂
南太子堂3
丁目地内

研究会
平安時代前期耕作溝 西村公助2005「Ⅲ太子堂遺跡第11次調査 (TS2002-11)」

F財団法人人尾市文化財調査研究会報告85』

TS08-12 太子堂
南太子堂2
3丁 目地内

研究会 本書

府センター2005 植松
植松町3～
8丁 目地内

大阪府文化
財センター

1488
弥生時代後期～古墳時代初頭の溝、古墳時代後期～

平安時代初頭の流路、中世～近世島畠 井戸 溝
1瀬貴子 降矢哲男 2007「植松遺跡』(財 )大阪府文化財センター

祠査報告書 164集
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域の存在が明らかになっている。今回の調査地は遺跡東部にあた

り、調査地より北東から西にかけては古平野川の推定地とされて

ヤヽる。

これらのことから、今回の調査では古墳時代から室町時代の遺

構・遺物と、古平野川関連の遺構の存在が想定された。

2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の調査は、八尾市南太子堂二・三丁目地内で行われた公共

下水道工事 (20-24工 区)|こ伴うもので、当研究会が太子堂遺跡内

で実施した第12次調査にあたる。

調査区は南北7.6m、 東西32mの銅矢板で囲まれた立坑部分で、

竜華中学校 と旧八尾市立病院跡地の間を通る道路上に位置する。

調査で使用 した標高は、調査区北側に設置されていた仮ベンチ

マーク(T.P.+10.094m)を使用した。

調査は、現地表下1.1～2.lm前後の遺物包含層が対象であった

が、調査区上に設置されていた水路によって対象部分のほとんど

が大きく撹乱を受けていたため、平面的な調査は行えなかった。

そのため、比較的撹乱の程度の低い東壁付近で断面調査を行い、

工事掘削の終了する現地表下約47m(T,P.+5。 3m)ま で機械 。人力

を併用 して掘削し、随時、写真撮影・断面図作成などの記録保存

作業を行った。調査の結果、既往の調査で確認されている古平野

川に対応すると思われる地層を検出したが、遺構 。遺物は検出さ

れなかった。

2)層序
現地表 (T,P.+10.Om)下 1.5～2.Om前後までは現代の盛土及び既

設水路による撹乱である。現地表下1.5～ 4.7m(T,P.+5.3～ 8.5m)

までの間で31層 を確認した。

l層はシル トに粘土ブロックが混じる土壌化層で、近世以降の作土層と考えられる。 2～ 10層

は水成堆積層で、 3・ 5層は植物遺体を少量含む。11層 は河川堆積層である。12～ 16層 は水成堆

積層で、13・ 14層 は炭化物の薄層を複数層挟み、14層 は多量の植物遺体を含む。 17・ 18層 は河川

堆積層で、18層下半は攪拌を受けており、19。 20,21層 と思われる粘土ブロックが少量混 じる。

19～ 26層 は水成堆積層で、23層 は多量の植物遺体を含む。24・ 25層 には炭酸鉄が少量含まれるほ

か、25層 は一部に細粒砂ブロックが少量入る。27・ 28層は粘性の強い土壌化層である。29。 31層

は黒～オリーブ黒色の粘上で、間に30層の緑灰色の粘土を挟む。遺物等が検出されなかったため、

2～ 28層 は時期等の詳細は不明である。29～31層 は、調査地西で行われた第 9次調査 と調査地北

東で2005年に大阪府文化財センターによって行われた調査で検出されている弥生時代の遺構面と

される黒色粘土層と緑灰色シルトまたは粘土の層に相当すると考えられる。

（

価

四

）

　

ＫＢＭ

帥

　

　

ＫＢＭ

眸

O  (1:looo) 20m

―第2図 調査区位置図
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Ⅲ 太子堂遺跡第12次調査 (T S 2008-12)

一一― Ot盛土・客土
1:暗青灰色 (5B3/1)細粒砂～粗粒砂混シル ト
に粘土ブロックが入る

2:緑灰色 (5G5/1)粘土資シル ト～細粒砂 (3層
境目付近の一部に細粒砂薄層状堆積 )

3〔 緑灰色 (10G3/1)シ ル ト～細粒砂に微粒砂～

細粒砂ブロック入る。植物遺体少量含む

4:暗緑灰色 (5G4/1)細粒砂混粘土質シル ト~~~5:暗
緑灰色 (5G4/1)細粒砂混粘土質シル ト

6:暗青灰色 (10BG71)細 粒砂混粘土質シル ト
(4層 とよく似る、植物遺体少量含む )

7:暗緑灰色 (10G4/1)細 粒砂混粘土質シル ト
8:暗青灰色 (5BG4/1)微 粒砂～細粒砂混粘上
9:青灰色 (5BG5/1)細 粒砂～中粒砂混シル ト
10:灰色 (10GY71)細 粒砂～粗粒砂混シル ト

(やや粘性強い)

11:灰色 (N5/)細 粒砂～中粒砂 (少量の 3cm大

の円礫入る)

12:暗 オリーブ灰色 (5GY4/1)細粒砂混粘上質シル ト

13:暗 緑灰色 (7 5GY4/1)細 粒砂混粘土質シル ト(炭

化物薄層挟む)

暗オリーブ灰色 (5GY3/1)微 粒砂混粘土 (炭化物

薄層挟む、植物遺体多量に含む)

暗オリーブ灰色 (5GY4/1)微粒砂混粘土

暗オリーブ灰色 (25Y3/1)細 粒砂～粗粒砂混粘

土質シル ト

灰色 (75Y5/1)細 粒砂～中粒砂

オリーブ灰色 (2 5GY5/1)細 粒砂～粗粒砂

(粘土ブロック入る)

暗オ リーブ灰色 (2 5GY4/1)細 粒砂混粘土

灰色 (75Y4/1)細 粒砂～中粒砂混シル ト

暗緑灰色 (10GY4/1)細 粒砂～中粒砂混粘土

緑灰色 (10GY5/1)細 粒砂混粘土

灰色 (10Y4/1)細 粒砂混シル ト(植物遺体多量に

含む)

灰色 (10Y4/1)細 粒砂混シル ト(23層 とよく似る

が植物遺体は含まない。炭酸鉄含む)

緑灰色 (10GY6/1)粘 上に少量の細粒砂ブロック

入る (炭酸鉄含む)

14

15

16

17

18

19

20

_ 21
22

23

___26:1音緑灰色(10GY3/1～ 5G3/1)粘 土
27:オ リーブ黒色(10Y3/1)粘土

281晴オリーブ灰色(5GY3/1)粘土

29:黒色(10Y2/1)粘土
30:緑灰色(10GY5/1)粘土

31:オ リーブ黒色(75Y3/1)粘 土

0         2m

第 3図 調査区断面図

3.ま とめ

今回の調査では、 1層の近世作土層と、 2層以下の水成堆積層と河川堆積層を検出した。調査

地周辺は、北東から西へ古平野川が流れていたと推定されており、 2層から25層については古平

野川の沿岸付近で流水状態と湿地状態が繰り返され堆積したものと考えられる。26層 については、

北側が高くなっており、古平野川やその支流の自然堤防の一部の可能性がある。27層以下は、河

川の氾濫等の痕跡はみられず、弥生時代以前の比較的安定した土壌化層と考えられる。

参考文献
・阪田育功 1984「第 3節 河内平野の形成と河川の変遷一長瀬川を中心に一」『佐堂 (その2)一 I』 財
団法人大阪文化財センター

・川瀬貴子 降矢哲男 2007『植松遺跡』 (財)大阪府文化財センター調査報告書164集
・成海佳子 2000「 X 太子堂遺跡第 9次調査 (TS98-9)」 『財団法人人尾市文化財調査研究会報告65』
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調査地全景 (北東から) 東壁 (TP+88～ 100m付近)
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1.本書は、大阪府八尾市泉町三丁目地内で実施した公共下水道工事 (20-4工区)に伴う発掘調
査報告書である。

1.本書で報告する西郡廃寺第 5次調査 (N K T2008-5)の 発掘調査業務は、人尾市教育委員会
の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が入尾市から委託を

受けて実施したものである。

1.現地調査は平成20年 12月 25日 ～平成21年 1月 7日 (実働 3日 )イこかけて、木村健明・坪田真一
を調査担当者として実施した。調査面積は約28.5どである。

1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成22年 3月 に完了した。
1.本書作成に関わる内業整理業務は、遺物実測―飯塚直世・芝崎和美・中野一博 。中村百合・

村井俊子・若林節子、遺物 トレースー市森千恵子、遺構 トレースー木村が行った。

1.本書の執筆・編集は木村が行った。
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Ⅳ 西郡廃寺第 5次調査 (N K T2008-5)

1.は じめに
西郡廃寺は八尾市北西部の泉町二・三丁目、幸町―・三・四 。六丁目に所在し、東西0.5km、

南北0.8kmの範囲に広がる弥生時代後期以降の複合遺跡である。

地理的には旧大和川水系の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた低位沖積地上に位置する。

周辺の遺跡には西郡廃寺を含む遺跡として西郡遺跡があり、また西に山賀遺跡、南に萱振遺跡が

隣接する。

当遺跡は当初の遺跡名が、萱振遺跡 (萱振A遺跡)・ 西郡廃寺跡とされていたが、その後、西郡

廃寺遺跡として範囲が拡張された。さらに西郡廃寺と変更がなされ、現在に至っている。第 1図

表1 周辺の調査一覧表
番号 調査名 調査主体 調査年 文   献
1 萱振遺跡 1984年度 市教委 198410 欣生後期―土器 市教委1985r八尾市文イヒ財紀要IJ

萱振遺跡 K F 84-1 研究会 198411～ 12 弥生後期―井戸 土坑 溝
古墳前期―土器、中期―溝、後期―土坑
中世―井戸、土坑、溝、建物

研究会 1987「八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 H召和61年度J(財 )八尾市文化財調
査研究会報告 13

2 萱振遺跡 61年 度 市教委 19869～ 10 旅生後期―土器集積 古墳前期―土坑 古代
―土器

市教委1987r八尾市内遺跡昭和61年度発掘調査報告書ⅡJ八尾市文化財調査報告15

3 萱振遺跡 K F 88-6 研究会 19886～ 8 弥生後期―焼失住居 井戸 古墳前期―土器
特殊器台 平安中期―井戸 中世―集落 近
世―井戸

研究会 1996『萱振遺跡J(財)八尾市文イヒ財調査研究会報告 52

萱振遺跡 K F 88-7 研究会 19892～ 3 古墳前期―溝 柱穴
古墳後期―井戸 建物

5 西郡廃寺 90-005 市教委 19906 旅生後期―土器 市教委 1991「八尾市内遺跡平成 2年度発掘調査報告書 IJ八尾市文イヒ財調査報告 22
6 萱振遺跡 90-287 市教委 旅生後期～中世包含層 市教委1991「八尾市内遺跡平成2年度発掘調査報告書工J八尾市文イヒ財調査報告23
7 萱振遺跡 K F 90-9 研究会 199011 弥生後期―溝

古墳前期―土坑
研究会 1991「八尾市埋蔵文化財発掘調査報割  八尾市文化財調査研究会報告 32

8 萱振遺跡 K F 90-Ю 研究会 199011 1可川堆積

9 萱振遺跡 92-359 市教委 199210 /1N生後期～中世包含層 市教委 1993「八尾市内遺跡平成4年度発掘調査報告書ⅡJ八尾市文化財調査報告器
萱振遺跡 K F 92-13 研究会 19932～ 3 殊生後期―竪穴住居

古墳前期―土坑 溝
研究会1996r萱振遺跡J(財)人尾市文化財調査研究会報告52

萱振遺跡 93-理 1 市教委 19938 旅生後期―土器 古墳前期―土坑
j代 ―土器  近世―溝

市教委1994F八 尾市内遺跡平成5年度発掘調査報告書IJ八尾市文化財調査報告 30

萱振遺跡 K F 94-16 研究会 19945～ 8 古墳前期―井戸 溝 土坑
古墳後期―溝 土坑 古代―井戸
中世―井戸 建物 溝 近世―井戸 溝

研究会2007r(財 )人尾市文化財調査研究会報告95J

西郡廃寺 96-446 市教委 199612 199il 弥生後期―溝
古墳前期―土坑 溝 柱穴

市教委 1998「八尾市内遺跡平成 9年度発掘調査報告書ⅡJ人尾市文化財調査報告 39

西郡廃寺 99-146 市教委 19997 古代―土坑 市教委 1999F八 尾市内遺跡平成 11年度発掘調査報告書 IJノ(尾市文化財調査報告 42

西郡廃寺 NKT 99-1 研究会 199910～ ■ 古墳前期―土抗
古代―建物跡 土坑 溝

市教委 研究会2∞OF八尾市立理蔵文化財調査センター報告lJ

西郡廃寺 2002-367 研究会 20038 古代―土坑 市教委2004「八尾市内遺跡平成15年度発掘調査報告書J人尾市文化財調査報告49
西郡廃寺 2003-罰 研究会 20036 中世～近世包含層

西郡廃寺 NKT 05-2 研究会 Ю059～ ■ 中世―溝 瓦 研究会200i「 (財 )入尾市文化財調査研究会報告951

西郡廃寺 2006-15 研究会 Ю064 近世―井戸

西郡廃寺 2006-51 研究会 Ю065 中世―耕作土層を確認

西郡廃寺 2006-324 研究会 」006 近世頃―湿地性堆積を確認 市教委 200‐『八尾市内遺跡平成 18年度発掘調査報告書J人尾市文化財調査報告 55
西郡廃寺 2006-216 研究会 古墳後期―溝 中世―落込み
西郡廃寺 2006-314 研究会 古代―溝 土坑
西郡廃寺 N【 T06-4 研究会 20071～ 4 古墳前期―溝 土坑 族翔 ―土坑 溝

古代―土坑 井戸 中世―井戸 土坑
近世―井戸 溝

研究会2007「平成18年度 (財)八尾市文化財調査研究会事業報告J

"
西郡廃寺 2006-190 研究会 20071 中世―土坑 雨教委 2008「八尾市内遺跡平成 19年度発掘調査報告書J八尾市文化財詞査報告 57
西郡廃寺 NKT 06-3 研究会 Ю071～ 2 古代～中世―土器 研究会劉09r(財,人尾市文化財調査研究会報告 1"J

西郡廃寺 2007-44 研究会 」0075 中世～近世包含層 市教委 2008『八尾市内遺跡平成 19年度発掘調査報告書J人尾市文化財調査報告 57
% 西郡廃寺 2007-184 研究会 Ю0710 中世―耕作土

西郡廃寺 200i-334 研究会 Ю0712 吉代―瓦 中世―土器
囲 西郡廃寺 N K T 08-5 研究会 」00812～ 20091 古墳前期―ピット 古墳後期―土器 古代―

土器 中世―溝 時期不明―ビット
本書

-17-



は現在西郡廃寺とされている範囲であるが、調査時の名称が萱振遺跡である地点も多く存在する。

当遺跡内の発掘調査は八尾市教育委員会 (以下、市教委)・ 財団法人八尾市文化財調査研究会 (以

下、研究会)が行っている。

以下、現在遺構の確認されている弥生時代後期以降から時期ごとに追跡の概要を記す。

弥生時代後期 これまでに遺跡中央～南東部の 1・ 2・ 3・ 5～ 7・ 9～ 12で遺構・遺物を検
出している。特に3で井戸と焼失竪穴住居跡 2棟、10で竪穴住居跡 1棟、 1で井戸・土坑 。溝な
どを検出しており、この辺りに集落が存在したことがわかっている。

古墳時代前期 弥生時代後期に続いて多 くの地点で遺構・遺物を検出している。西部の 4・
21、 北部の13、 南東部の 1～ 3・ 6・ 7・ 9～ 12の各地点である。集落は西部と南東部の 2ヶ所

に存在したようである。大部分の遺構は土坑や溝であり、その性格は明確ではないが、特筆され

る遺物に3で出上した都月型特殊器台がある。

古墳時代中期～後期 この時期は前代までと異なり、遺構が著しく希薄であり、中期は 1で溝
を検出している程度である。後期は、 1・ 4・ 11・ 20・ 21で土坑・溝などの遺構を検出している。

特に4では井戸・掘立柱建物を検出しており、集落の存在が確認されている。

古代 この時期は西郡廃寺が創建されたと考えられている時期である。遺構・遺物も前代より
増加しており、 2・ 3・ 11・ 13・ 14・ 16・ 21・ 22。 25で確認している。特に13・ 14では掘立柱建

物跡や土坑・井戸などが確認され、西郡廃寺創建後の時期にあたることから、寺との関連が指摘

されている。また16・ 25で奈良時代の瓦が出土しており、従来指摘されている通り、西郡天神社

の近辺に西郡廃寺が所在したと考えられる。

中世 中世は広範囲で遺構。遺物が確認されている。 1・ 3・ 11・ 15・ 16。 18・ 20～25である。
その内、 1・ 3・ 11と 21。 22で集落関連の遺構を検出しており、東西 2ヶ所に集落が存在したよ

うである。16は古代の瓦を含む溝を検出しており、寺に関わる遺構と考えられる。18・ 24では耕

作土を確認しており、寺に隣接して耕作地が広がっていたようである。

近世 11。 21。 17で溝や井戸などを確認している。周辺は耕作地化していた可能性が高い。

2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の調査は、人尾市泉町三丁目地内で計画された公共下水道工事 (20-4工区)に伴うもので

ある。調査地は主要地方道八尾枚方線から西側に入る細い道路の突き当たりである。この道路は

物流会社への進入路で、日中は大型車の出入りが頻繁なため、調査は夜間に実施することとなっ

た。調査区は、発進立坑設置に伴って掘削される部分である。調査区の平面形は東西5,75m・ 南

北4.95mの 四角形を呈し、面積は約28.5∬ を測る。

発掘調査は地表下1.Omま で機械掘削を行い、覆工板を設置した後、当初は以下10mに対して

上下25cmは人力掘削、間50cmは機械掘削を行う予定であった。しかし、下部の人力掘削部分は、

中間の機械掘削部分から連続する砂層の堆積であったため機械掘削のみを行った。

また、工事掘削深度までの下層確認調査も行ったが、掘削深度(T.P.+1.Om)ま で砂層が連続し

ていることを確認した。
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工 i工 笠工 揮補
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第 1図 調査地周辺図

2)層序
現地表(T,P.+5.5m)以下1.Omま では現代の盛土及び、水道管敷設時の撹乱(0層 )である。現地

表下2.Om(T,P.+3.Om)ま での間で6層の層序を確認した。

1層はブロック状を呈する粗粒砂混じり粘質シルト層である。若千の遺物を含んでおり、遺構

純五ず義公暇|
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第2図 調査区位置図

40m

20m

10m

O:盛土・撹乱
1:灰黄色(25Y6/2)粗 粒砂混じり粘土 (ブロック状を呈する)
2:灰黄褐色(10YR5/2)粗粒砂混じり粘質シルト (包含層・遺構埋土)
3:にぶい黄橙色(10YR7/4)にぶい黄橙色粘質シルト
4:灰色(5Y6/1)粗粒砂～礫 (直径 2 cm大を含む)
5:灰色(5Y5/1)微粒砂～粗粒砂
6:灰黄色(25Y7/2)微 粒砂～礫

第 3図 調査区断面図

褐灰色 (10YR5/1)粗粒砂混じり粘質シル ト (遺構埋土)
灰黄褐色 (10YR4/2)粘質シルト (遺構埋土)
褐灰色 (10YR5/1)粘質シル ト
(3層のブロック土を含む・遺構埋土)

0         (1:50)       2m

Ａ

Ｂ

Ｃ
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414m

表 2 ピツトー覧表

A

1 灰褐色(7.こYR5/D絡贄シザレト

第IS図

第4図 1遺構平面図

SD2

2-…医策褐色00YR4/21粘貿シルト

SDl・ 2断面回

Ⅳ 西郡廃寺第5次調査(N(T2008-5)

0     (■ 5011     2中

0     (1:30J    lm

SDl

離 名 平薗形 長径 (�) 短 径 .(cm) 深さ lon) 連 士 世 +避物

SPl 円形 30 25 弧 色

'SYR4/1)粘
質シルト

SIP 2 口影 26 16 0 鶏嚇ヨ 175YR5/2)描質ン71/ト

S,3 H形 481 】 ユた111 38 節 飛裁欄色 l10YR5/21消質シルト 土m器・察恵器

SP4 円″ 60 46 6 貢鶏 色 l10YR5/21粘質シルト 主師器 (磨内式〉

SP5 円形 38 2e雅 10 調 色 (10YR3/2D粘 質ン91/ト

S,6 H形 44 20以上 2el 貢色 15Y4/1D I猫 質シルト 土耐器

6'7 円形 34 24 翻 色 (10YR3/2j活 質ンルト 土師器
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の可能性もある。 2層は第 1面上に堆積していた包含層で、一部の遺構埋土にもなっている。 3

層は上面が第 1面のベース(T,P,+4.3m)と なる層である。 7層以下は河川堆積層である微粒砂～

礫である。遺物は含んでいない。

3)遺構と遺物
盛土及び撹乱を機械掘削によって除去した後、人力掘削によって 2層 を除去し、 3層上面にお

いて精査をおこなったところ、溝 2条 (SDl・ 2)と ピット7個 (SPl～ 7)を検出した。調査

区の北側は、機械掘削が深 く及んでしまったため、遺構の残存状態は良くなかったが、H銅の下

に設定した畦による土層観察の結果、断面で 2個のピットを確認した。本来は更に数基の遺構が

存在したようである。

SPl～ 7 いずれも調査区西側で検出した。SP7が SP6を 切る以外に切 り合いは認めら

れない。ピットの詳細は表 2に まとめた。出土遺物の内、 1を 図示した。

1は SP4出 上の古墳時代前期の上師器奏である。口径27.6cmを 測る大形の甕である。口縁端

部は面を成す。生駒西麓産の胎土をもつ。

SDl・ 2 ともに南北方向に延びる溝である。南北両側とも調査区外に延びる。ともにほぼ

並行して延びるが、SDlは 途中でSD2の 方向に分岐する。しかし、SD2側 ではその延長は

確認できなかった。調査できなかったH銅の下で収束する可能性も考えられる。

SDlは 幅50～ 80cm・ 深さ20cmを測る。断面形は「U」 字状を呈する。遺物は古墳時代の須恵

器、中世の土師器・瓦器・須恵質土器・瓦質土器 。平瓦が出土した。この内、 2～ 9を図示した。

2。 3は須恵器杯身である。ともにたちあがりは内傾し、端部は丸く収める。受部は短く水平

に延びる。T K10型式古段階である。4は瓦器椀である。高台はかろうじて痕跡をとどめる程度

に形骸化する。内面に粗いミガキを施す。和泉型Ⅳ-2期である。 5は東播系須恵質土器鉢の底

部である。底部外面に回転糸切り痕跡が認められる。内面はよく使用されており、摩減する。 6・

7は瓦質土器三足鍋の脚部である。脚部の調整はともに面取りを施している。しかし、厚みや色

調が微妙に異なることから、別個体と思われる。ともに脚部と鍋の体部との接合部周辺に煤が付

着する。 8は平瓦である。凸面に縄タタキ、凹面にナデを施す。9は丸瓦である。凸面はナデを

施し、凹面は布目痕跡が認められる。

SD2は幅50～70cm以上・深さ30cmを測る。断面形は「U」 字状を呈する。遺物は古墳時代の

須恵器、中世の上師器・瓦器・白磁・瓦が出上した。この内、10～ 13を 図示した。

10は古墳時代の須恵器杯身である。たちあがりは断面三角形状を呈し、端部は丸く収める。受

部は斜め上方に短く延びる。T K10型式新段階である。11は土師器椀である。断面三角形状の低

い高台をもつ。12は黒色土器A類椀である。13は土師器羽釜である。鍔は短く水平に延びる。体

部は上下とも欠損するが、口縁部側がやや外反するようであり、河内A形 と思われる。生駒西麓

産の胎土をもつ。図化できなかったが、21・ 22(図版 2)は白磁碗の回縁部片である。いずれも玉

縁をもっており、白磁碗Ⅳ類である。

遺構に伴わない遺物 機械掘削時及び遺構検出時に主に2層中から出土した遺物である。古墳
時代の須恵器、古代の上師器、中世の上師器 。瓦器が出土した。この内、14～20を図示した。

14・ 15は須恵器杯身である。ともにたちあがりはやや外反して九く収める。受部は短く水平に

延びる。T K10型式古段階である。16は須恵器壺である。高台端部を欠損する底部である。内外
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Ⅳ 西郡廃寺第 5次調査 (N K T2008-5)

10

-    
― }

11

SD2

記

入
Ⅵ
Ｈ

4  7
~〉

15 竃艦
:つ
  20潮 主 Ocm

遺構に伴わない遺物

第6図 出土遺物実測図

面に回転ナデを施す。17・ 18は土師器杯である。17は口縁部にヨコナデを施す。18は口縁端部が

外反し、端部は内面に肥厚する。19は土師器羽釜である。外反する口縁部で、河内A型 と思われ

る。生駒西麓産の胎土をもつ。20は土師器竃である。焚き口部分の破片で、内面は火を受けて褐

灰色に変色する。生駒西麓産の胎土をもつ。

3.ま とめ

今回の調査は、小面積でかつ夜間調査という条件の下で実施したが、古墳時代前期及び中世の

遺構を検出することができた。ピットは出土遺物が少ないため、時期は確定しがたいが、SP4
は出土遺物の年代から古墳時代前期と考えられる。2条検出した溝は出土遺物の傾向が似ており、
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掘削された時期が近い可能性がある。南北方向に延びていることから、将来延長部分を調査す

る機会があれば、その性格も明らかにすることができよう。また遺構は確認できなかったが、

古墳時代中期～古代の遺物が出上しており周辺にこの時期の遺構が存在する可能性がある。

参考文献
・菅原正明 1983「畿内における土釜の製作と流通」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所
。中世土器研究会編 1995『概説 中世の上器・陶磁器』真陽社
・田辺昭三 1981『須恵器大成』角川書店
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Ⅳ 西郡廃寺第 5次調査 (N K T2008-5)

図
版
１

調査地遠景 (東から) 調査地近景 (西から)

SD2検 出状況 (南から) SD2完 掘】犬況 (南から)

SDl・ SP4～ 7検出状況 (南から)
■―| | ―■1轟ギ
SD刊 ・SP4～ 7完掘状況 (南から)

SP刊 ～ 3検出状況 (南から) 南北断面 (北西から)
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SDl出 上遺物

鱒
21

甥
12               22

SDl出 土遺物

SD2出土遺物・
遺構に伴わない遺物
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夕J

1.本書は、大阪府八尾市八尾木東三丁目地内で実施した公共下水道工事 (19-23工 区)に伴う発
掘調査報告書である。

1.本書で報告する東弓削遺跡第16次調査 (H Y2007-16)の 発掘調査業務は、人尾市教育委員会
の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が入尾市から委託を

受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成20年 1月 15日 から3月 14日 (実働 6日 )1こかけて、米井友美を調査担当者と
して実施した。調査面積は約57.8ゴである。

1.現地調査においては、市森千恵子 。中野一博 。村井厚三の参加を得た。
1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成22年 3月 に完了した。
1,本書作成に関わる内業整理業務は、遺物実測一永井律子、遺物図面 トレースー市森、図面レ

イアウト・トレースー米井が行った。

1.本書の執筆・編集は米井が行った。
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V 東弓削遺跡第16次調査 (H Y 2007-16)

1.は じめに

東弓削遺跡は、人尾市南東部に位置する、弥生時代中期から鎌倉時代に至る複合遺跡である。

現在の行政区画では人尾木、人尾木一～五丁目、人尾木東一～三丁目、東弓削、東弓削二・三丁

目、都塚、都塚一～四丁目、刑部にあたる、東西約1,3km、 南北約1 2kmがその範囲とされている。

当遺跡は、河内平野を北～北西へ流下していた旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川が分岐す

る「二俣」地区北側の沖積地上に立地しており、この沖積地上には隣接する中田遺跡・矢作遺跡な

ど多くの遺跡が展開している。この他、東側では玉串川の対岸に恩智遺跡・神宮寺遺跡、南狽1で

は長瀬川の対岸に弓削遺跡、西側では志紀遺跡・田井中遺跡・老原遺跡が位置する。

当遺跡は、昭和42(1967)年の国道170号線 (外環状線)敷設工事の際、緑釉陶器等の上器類と瓦

類が多量に出上したことが契機となり、今回の調査地周辺を含め、遺跡の北西部と南東部周辺を

中心に発掘調査が実施されている。調査地の東側に接する道路上では、瓦、瓦器、埴輪、須恵器、

土師器、弥生土器など弥生時代中期～鎌倉時代の遺物が出上しており(① )、 その後、遺跡北西部

ュ
=ニ

ュ
==

仝_Ft米石丁

絨
＝″③
”

O  (1:5000)100m

ー第 1図 調査地周辺図 (S=1/5000)
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き弓 略号 所在地 調査期間 調査原因 主な遺構・出土遺物 文献名 機関

①
八尾木～ A共下水道 ユ含層 P:弥生土器 (中期～後期)土師器 須恵器 埴輪 山本昭編 1976F東弓削遺跡」人尾市文化財報告3 八尾市教育委

目会

市教委

② )3-298
八尾木東

2 3丁 目
合共下水道

[事
溝状還構 (中世)、 弥生土器壷 水差し 無顕壷 蓋 (中期後半)、
土師器杯 斐 高杯、須恵器斐 蓋杯 (6世紀中頃～ 7世紀前半)、
埴輪、瓦、土師器 (14世紀)

人尾市教育委員会 1995「 6 東弓削遺跡 (93-298)の 調査」f八
尾市内遺跡平成6年度発掘調査靴告書ⅡJ人尾市文化財調査報告
32

市教委

③ 003-15(
(尾 木

「 目

呆育回建設 土師器杯 高杯 羽金 (飛 寺) 岡田清-2003「 33 東弓肖1退跡 (別03-150)の 調査」「八尾市
内遺跡平成 15年度発掘調査報告書J八尾市文化財調査報告49

市教委

① 2003-23【
郎塚 Ю03/10

≧言覚
下明遺橋 (鎌倉以前)、 土師器 (平安前期) 西村公助 別03「32 東弓削遣跡 (2003-239)の 調査」F人尾市

内遺跡平成 15年度発掘調査報告書J八尾市文化財FIB査報告49
市教委

⑤ )8-572
k弓 削

「 日
1998/6

況

落込み (中世)、 瓦器 (中世)、 瓦 (奈良時代～中世) 漕 斎 211110「 32 東弓肖1遺跡 (98-572)の 調査」F八尾市内遺
跡平成■年度発掘調査報告書J八尾市文化財調査報告 42

市教委

⑥ HY88-0〔
入尾木東

3丁 目

1988/1～ 言舎建設 落込み ピット (弥生後期～古墳前期 )、 水田 (平安～鎌倉)、 越物
包含層 (古墳初頭)

成海佳子 1988「 Ⅱ 東弓削遺跡 (第 3次調査)」 f八尾市埋蔵文4

財発掘調査報告』人尾市文化財調査研究会報告 40

研究会

⑦ HY86-2 粟
弓肖」

丁目

1986 送電用鉄塔

建設

整地層 (奈良～鎌倉時代)、 水日 (鎌倉以降) 西村公助 198i「 9 東弓削遺跡 (第 2次調査)」 rl召和61年度軍
業概要報告J財団法人人尾市文化財調査研究報告 14

研究会

③ 2003-127
東弓削 2003/7 き舗建築 打く日 (鎌倉) 西村公助 2003「 32 東弓削遺跡 (2003-127)の 調査JF人尾市

内遺跡平成 15年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告 49

市教委

表 1 周辺の調査地一覧表

を中心に発掘が行われ、周辺が弥生時代から近世にかけての集落 。生産域であったことが判明し

ている。また、当遺跡一帯は F続 日本紀』にある「由義宮」「西京」の推定地にあたり、遺跡南

部にはその中核をなした弓削寺跡が存在したとされ、今回の調査地はその北側にあたる。

2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の調査は人尾市八尾木東三丁目地内で行われた公共下水工事 (19-23工 区)に伴う調査で、

当調査研究会が東弓削遺跡内で行った第16次調査である。

調査地は発進立坑部分一箇所 (規模7.6× 7.6m面積57.8だ )で、四方を銅矢板で囲まれており、南

側が道路上のため覆工板に覆われていた。調査は 1段 目のH銅設置後に開始し、掘削は現地表

(T.P.+11.6m)下 約1.7～2.3m前後まで機械 。人力を併用して行った。平面的な調査は機械掘削終

了面で行い、その際、調査区の中央から南狽1では覆工板を支えるH銅の梁が東西方向に2箇所設

けられていたため一度に全体の機械掘削ができず、南側・中央・北側に分けて行った。

地層は調査開始時に地表下約1,7m前後まで掘削が終了して上層が確認できなかったため、調

査区北側に東西方向のトレンチを設定して断面調査を行った。現地表下2.3～ 4.Om前後までは工

事掘削に立会い、地層の確認を行った。

2)層序

現地表下17～ 4.Om(T.P.+7.5～ 9。9m)の 間で 5層 を確認した。第 1層 より上層は調査開始時に

は掘削が終了していたため不明である。第 1層は中世の耕作土と考えられる層で、少量の有機物

を含み、弥生土器・土師器、瓦器、平瓦などが出土した。第 2層は古墳時代後期の土壌化層、第

3層は古墳時代前期の土壊化層で、北に向ってやや落ち込んでいる。土師器、須恵器等の細片が

出上した。第 4・ 5層は古墳時代以前の河川堆積層で、湧き水が認められ、弥生土器片が少量出

土した。この他、下層確認の際、調査区北壁際の一部で、第 5層の砂礫に挟まれた暗灰～暗緑灰

色粘上の落ち込み状の堆積を確認した。工事掘削中であったため平面的な調査ができず、詳細は

不明であるが、河川堆積の一部である可能性が高い。

3)検出遺構と出土遺物
機械掘削終了面で、中世～古墳時代の上坑 8基 (SKl～ 8)、 溝 4条 (SDl～ 4)を検出した。
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B                     B'

矢

板
~

西壁北側断面 (SE1/100)

第1層 :オ リーブ黒色 (10Y3/1)細粒砂混粘土

質シルト。植物遺体少量含む。
第2層 :H音オリーブ灰色 (5GY3/1)細～細礫混
粘土質シルト

第3層 :暗オリーブ灰色 (2 5GY3/1)細粒砂混
シルト質粘土。細礫含む。

第4層 :黄褐色(25Y5/3)細 粒砂～細礫

(卜∂ンチ 第5層 :長皐ヨ空;ブ色 (5Y5/2)細 粒砂～細礫

ゴ
D sЫ
増 :驚平陶 色 6叫3洵 )細粒砂混粘
土質シルト。細礫・土器を含む◇

SDl―b:黒色 (2 5GY2/1)粘土質シル ト混細粒
砂～粗粒砂。土器、細礫含む。

SDl―c:暗緑灰色 (7 5GY3/1)細粒砂混シルト
質粘土

SDl d:オ リーブ黒色 (5GY3/1)シル ト混細～
粗粒砂

T P 10 00m

灰色 (N3/)細粒砂混粘土

(5cm以下の礫と多量の植物遺体を含む)
暗青灰色 (5G4/1)細 粒砂混粘土

(少量の5cm以下の礫と植物遺体を含む)

SKl断面図 (S=1/20)

暗緑灰色(7 5GY5/1)細粒砂混シルト質粘土
暗オリーブ灰色 (5GY3/1)細 ～粗粒砂混シルト質
粘土(砂多く含む)
暗オリーブ灰色(2 5GY3/1)細粒砂～細礫に2の
ブロック入る。

矢
　
板
Ш

SK5-c

|

_!| ~  ______― ―」

調査区内トレンチ断面(S=1/100)

m¬

9 0m

8 0m

A'

(ト レンチ

断面 )

L

の

一

調査区平面図(SE1/100)
O (1:loo)2m

―

O    (1:20)   50cm

第 2図 調査区平面・断面図、遺構平面 。断面図

ＳＫ３

　

　

　

　

　

　

ＳＤ４

ぽ
ＳＤ３牌

SD2土器出土状況図(S=1/20)

TP9
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土坑 (SK)

8基検出した。 SK2～ 4。 6～ 8の 6基については深さが0.lm程で浅 く、上層からの落込
みである可能性が高い。各土坑の法量・埋上については、表 2に示した。

SKl
遺物は、上層から完形に近い土師器皿 (1)と 、瓦器椀の小片 (2)な どが出土している。 1はや

や浅 く、底面から直線的に立ち上がる。口縁付近や内面に煤が付着しており、灯明皿の可能性が

ある。 2は口縁から高台の付け根まで残存する。口縁端部は丸みを持ち、口縁外側にはヨコナデ

が施される。高台は外面の付け根の一部が残る。2点とも12世紀後半～13世紀前半に比定される。

SK2
3は土師器甕の口縁部である。口縁はやや外反し、調整は外面のハケと内面のケズリが施され

る。 6世紀に比定できる。 4は須恵器杯身で、 6世紀後半～ 7世紀初頭 (TK43～ TK209型式)に

比定できる。 5は須恵器高杯で、脚部のみ残存する。脚部は外反して広がり、端部は九みを持つ。

SK3
6は土師器台付甕の台部と考えられる。 4世紀頃に比定される。

SK5
7は口縁の一部を欠く。半球合の体部に大きく開く口縁部がつくもので、調整は外面ヘラミガ

キ、内面ヘラミガキが施される。 4世紀前半 (布留式吉本目)に比定される。

SK7
遺物は土師器の小片が数点出土した。遺物から古墳時代と考えられるが、詳細は不明である。

表 2 土坑一覧表
構番号 I平面形 長径 (m) 唖径 (m) 梁さ (m) 埋土 遺物

SKl 不明 15以上 15以上 暗灰色～暗青灰色 (N3/～ 5αア1)細壮砂混粘土 上師器 瓦器
SK2 隋円形 啓緑灰角 (75GY3/1)組 粒砂～中地砂湿粘土管シル ト 上師器  須恵器
SK3 楕円形 暗オリーブ灰色 (5GY3/1)細 粒砂～粗粒砂混シル ト と師器

SK4 隋円形 オリーブ黒色 (5Y3/1)細泣砂～粗池砂混粘土 上師器 (長胴甕)

SK5 小明 29以上 21以上 オリーブ黒～黒色 (5Y3/1～ 5Y2/1)細 壮砂～粗粒砂混冶土 土師器

SK6 三角形 オリーブ黒 (75Y3/1)細 粒砂～狙泣砂混シル ト質粘土 (細礫含む ) 土師器

SK7 隋円形 黒褐色 (25Y3/1)細 粒砂～粗粒秒混シル トに粘土プロック入る 土師器

SK8 円形 オリーブ黒色 (5Y3/1)ネ 田壮砂～粗粒砂混粘土 土器

溝 (SD)
4基検出した。法量・埋土については表 3に示した。

不明であるが、SDlは 切 り合いから帰属時期はSKl
SD2
南端から土師器甕 (3)の破片がまとまって出上している。 3は土師器甕で、底部～顎部まで残

存する。調整は外面タテハケ、内面ナデ、ケズリが認められる。生駒西麓産で、 5～ 6世紀と考

えられる。

表3 溝一覧表

SD2以 外は遺物を含まないため時期は
より新しい12世紀以降と考えられる。

遺構番号 民さ (m) 幅 (m) 宋さ (m) 埋土 遺物

SDl 著緑灰色 (5G3/1)細 ～粗粒砂湿粘土

SD2 28以上 l 暗オリーブ灰～暗緑灰色 (25Y3/1～ 75GY3/1)細粒砂～シル ト質粘土 土師器

SD3 曙灰貢色 (25Y72)細～中粒砂 lFEシ ル ト
SD4 暗灰責色 (25Y4/2)細 ～中粒砂混シル ト
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-1

0    (1:4)   10Cm
|

SKl:刊 ・ 2 SD2:8
SK213～ 5 第 1層 :9・ 10
SK3:6  第 2層 :11・ 12
SK5:7

第3図 出上遺物実測図
遺構に伴わない出土遺物

1層  9は平瓦で、凸面縄ロタタキ、四面布目痕、糸切り痕が残る。10は弥生土器台付鉢の台
部である。調整は外面タテハケ、内面ナデが施される。弥生時代後期後半 (V様式)に比定される。

2層 11は土師器甕の口縁部で、口縁が外方に拡張し、断面が S字状を呈することから東海地

方に主に分布するS字甕と考えられる。調整は外面ナデとハケ、内面にナデが施される。 4世紀

に比定される。12は土師器鼓形器台である。調査区北側で屈曲部が上下に割れ、重なった状態で

出土した。調整はヘラミガキ、脚部内面にヨコハケが施されている。 4世紀前半に比定できる。

3.ま とめ

今回の調査では中世～古墳時代の遺構と、その下層の河川堆積層を検出した。調査区北側で検

出した第 3層は古墳時代前期の遺物を含む土壌化層で、昭和50年度の調査で検出された青灰色粘

土層に相当すると考えられる。

参考文献
・中世土器研究会編 1995『概説 中世の土器・陶磁器』 真陽社
・田辺昭三 1981『須恵器大成』角川書店
,原田昌則 1993「第5章まとめ 3中河内地域における庄内式から布留式土器の編年試案」『Ⅱ久宝寺遺跡
(第 1次調査)』 財団法人八尾市文化財調査研究会報告37 財団法人人尾市文化財調査研究会

V 東弓削遺跡第16次調査 (H Y2007-16)

<
才幣｀
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調査地全景 (南東から) 調査区北側完掘状況 (東から)

調査区南側完掘状況 (西から)

トレンチ断面東 (北から)

トレンチ断面西 (北から)
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トレンチ断面中央 (北から)



V 東弓削遺跡第16次調査 (H Y 2007-16)

SK05・ SD1 0上 師器皿検出状況

(南から)

SD02土器出土状況 (北から)

2層土器 (12)出土状況 (西から)
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10

11                                                   12

SKl(1)、 SK2(3・ 5)、 SK3(6)、 SK5(7)、 SD2(3)、 1層 (9・ 10)、 2層 (1l t12)出 土遺物
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TアJ

1,本書は、大阪府八尾市志紀町南四丁目地内で実施した公共下水道工事 (19-29工 区)に伴う発
掘調査報告書である。

1.本書で報告する弓削遺跡第 8次調査 (Y G E2008-8)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会
の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が入尾市から委託を

受けて実施したものである。

1.現地調査は平成20年 4月 25日～平成20年 5月 2日 (実働 4日 )にかけて、木村健明を調査担当
者として実施した。調査面積は約33.4∬である。

1,現地調査においては、赤松英幸・川崎純弘 。中野一博・和田直樹の赤加を得た。
1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成22年 3月 に完了した。
1.本書作成に関わる内業整理業務は、遺物実測―村井俊子、 トレースー木村が行った。
1.本書の執筆・編集は木村が行った。

次
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Ⅵ 弓削遺跡第 8次調査 (Y G E2008-8)

削遺跡第 8次調査 (Y G E2008-8)

1.は じめに

弓削遺跡は八尾市南東部の志紀町南二・三・四丁目、弓削町三丁目に所在 し、東西約0 5km・

南北約0,7kmの範囲に広がる弥生時代後期以降の複合遺跡である。

地理的には、旧大和川の主流であった長瀬川左岸の沖積地上に位置する。周辺には北西に志紀

遺跡・田井中遺跡 。木の本遺跡、長瀬川を挟んだ北東に東弓削遺跡があり、南は市境を挟んで遺

跡名が異なっているが、弓削遺跡と一連と捉えられている本郷遺跡 (オ白原市)が隣接する。

当遺跡内では、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。(財 )八尾市文化財調査研究会、本郷遺

跡内では、相原市教育委員会が発掘調査を行っている。

弓削遺跡 。本郷遺跡の既往の調査については、第 7次調査報告書 (表 1参照)に詳細に記されて

いるので、ここでは調査地周辺 (第 1図の範囲)に 限定して記述する。なお文中の香号は第 1図・

表 1と 対応する。

縄文時代 遺構は本郷遺跡北部の15で晩期の埋甕が検出されている。その他に16'26で縄文時
代中期・晩期の上器が出上している。

弥生時代 前期の遺構・遺物はこれまで確認されていない。中期になると17で溝状遺構、22で
土坑が検出され、16で土器が出上している。後期には両遺跡内で多くの遺構・遺物が検出されて

いる。特徴的な遺構 。遺物として、共に22で検出された方形周溝墓と小銅鐸がある。

古墳時代 前期は11で溝・落込み、15で井戸 。溝状遺構、22で溝が検出されている。中期は4
で土坑、22で竪穴住居 。大溝が検出されている。 4・ 5。 15。 17で埴輪が出上しており、周辺に

埋没古墳の存在が考えられる。

O        (1 5000)      200m

百
彎

１

１

可

翠

書

Ｊ‐

第 1図 調査地周辺図
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遺跡 番号 調査名 調査主体 主な成果 文献 /発行年

弓

削

（八

尾

市
）

)0-533 へ尾市教委 詠生後期末 i土器 F八尾市内遺跡平成3年度発掘調査報告書I』 八尾市文化財調査報告25/1992

2 )4-631 尾ヽ市教委 弥生後期末 :土器 F八尾市内遺跡平成7年度発掘調査報告書I』 八尾市文化財調査報告33/1996

3 8-380 入尾市教委
河川堆積層 (弥生土器 須恵器 埴輪 )、 弥生後期 :

土器
F八尾市内遣跡平成10年度発掘調査報告書IJ八尾市文化財調査報告40/1999

9-429 入尾市教委
旅生後期 1土器、古墳中期 :土坑、古墳中期後半 :埴輪、

中世以降 i井戸
八尾市内遺跡平成12年度発掘調査報告書む八尾市文化財調査報告44/2001

5
19-5閉 入尾市教委

ホ生中期 ;土器、弥生後期 :溝状遺構 小穴 落込、
子墳中期 i溝

Y G E2000-3 研究会 ホ生後期 :土器、古墳後期 1埴輪、近世 1溝 八尾市立埋蔵文化財調査センター報告3平成 13年度」/2002

6 ,002-93 研究会 ホ生中期～後期 :土器 石器
八尾市内遺跡平成 14年度発掘調査報告書も八尾市文化財調査報告娼/2003

,002-66 IT究会 E世以降 :溝

8 ,004-347 研究会 丘世以前 :河川堆積層 八尾市内遺跡平成 17年度発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告 53/2006

Y G E2002-4 研究会 ホ生後期 :土坑 財団法人八尾市文化財調査研究会報告75u/2CX13

Y G E2003-5 研究会 川堆積層 財団法人八 Ft市 文化財調査研究会報告 78』 /郷04

Y G E2007-7 研究会 ζ墳時代前期後半 :落込、古墳時代中期後半 :溝 財団法人八尾市文化財調査研究会報告■2も /2008

Iρ

'007-54
研究会 冬良前期 i土器群 八尾市内遺跡平成 19年度発掘調査報告書J八尾市文化財調査幸R告 57/2008

13 Y G E2008-8 研究会 ホ生時代中期 奈史時代 :土器 童
日

14 Y G E2008-9 研究会 可川堆積層 弓削遺跡第9次調査 財団法人八尾市文化財調査研究会報告 11劇 /2008

本

郷

（柏

原

市
）

15 1-1次 柏原市教委
電文晩期 :埋甕、古墳初頭 前期 :井 戸、古墳中抑
炎半 :埴輪

柏原市埋蔵文化財発掘調査概要 1981年度む/1982

,3-1次 柏原市教委 電文中期末 :上器、弥生中期～古墳前期 :土器

17 B-2次 柏原市教委
ム生中期中葉 :溝状遺構、弥生中期～古墳中期 i土器、
j墳後期 :埴輪

一V/1984

よ4-2次 柏原市教委 古墳後期 :溝 (須恵器 獣骨 ) 本郷遺跡 玉手山越跡―マンション建設に伴う剰 柏原市文化財概報 1984-Ⅵ

,5-1次 柏原市教委 吉墳後期 i須恵器 土師器 製塩土器 猫原市埋蔵文化財発掘調査概報 1985年度J/1986

遇-1次 柏原市教委 現地表下2mで遺物包含層を検出」 柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1988年度J柏原市文化財報告1988-1/1989

,9-2次 柏原市教委 和世以降 i洪水層 高井日遺跡 本郷遺跡-1989年 度公共事業に伴う一J柏原市文化財概報 1989-Ⅳ /1990

I-1次 柏原市教委
lT生 中期 :土坑、弥生後期 1方形周溝墓 溝 (小銅鐸)

古墳中期 i竪穴住居
本郷遺跡 1991 1992年 度」柏原市文化財概報 1992-Ⅲ /1993

1-2次 猫原市教委 古墳後期～飛鳥時代末 :溝 柏原市遺跡辞発掘調査概報 1991年度」箱原市文化財概報 1991-Ⅳ /1992

14-1次 猫原市教委 現地表下 09mで 中近世の包含層」
柏原市埋蔵文化財発掘調査概報 1994年度』相原市文化財報告1994-1/1995

)4-2次 色原市教委 近世 :溝 、「中世の選物包含層 J

)8-1次 白原市教委
電文晩期 :土器、弥生後期～古墳前期 i溝状の落芝

み (土器 )
「本郷遺跡―公共下水道管埋設に伴う到 柏原市文化財概報 1998-Ⅳ /1999

※ 調査主体名称の省略についは以下の通り。八尾市教育委員会 :八尾市教委、柏原市教育委員会 :柏原市教委、 (財 )八尾市文化財調査研究会 !研究会

表 1 周辺の調査地一覧表

奈良時代以降 遺構は23で古墳時代後期～奈良時代の遺物が出土した溝が検出されているにと
どまる。12で奈良時代前半の上器が出上している。

2.調査概要
1)調査の方法と経過

今回の調査は、人尾市志紀町南四丁目地内で計画された公共下水道工事 (19-29工 区)に伴うも

のである。調査地の南狽1に は相原市との市境である平野川が流れており、弓削遺跡としては最南

端に位置する。調査区は発進立孔設置に伴って掘削される部分であり、平面形は東西7.4m・ 南

北4.5mの 長方形を呈し、面積は約33.4∬を測る(第 2図 )。

発掘調査は地表下0.8mま で機械掘削を行い、覆工板を設置した後、以下1.Omを対象に人力掘

削と機械掘削を併用して行った。また、工事による掘削深度は現地表(T.P,+13.6m前 後)下約5,1

mに及ぶため、当該深度まで下層の堆積状況を確認した。

土層観察用のセクションは、覆工板を支える南北方向のH銅 2本の内、西側のH鋼の下に設定

して観察および図化作業を行った。

2)層序
地層は12層 を確認した。現地表下1.lm(T.P.+12.8m)ま では遺物を含まないが、TP+11.1～

128mの 間で弥生土器～奈良時代の土器を含む層を確認した(第 3図 )。
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土層断面位置
↓

第2図 調査区位置図

TP+120m

TP+110m             ~~~

青灰色 (5BG6/1)微粒砂混じリシルト

浅黄橙色 (10YR8/3)微粒砂混じリシル ト(マ ンガン・鉄分沈着)
浅黄橙色 (10YR3/3)シルト(遺物若干含む)
褐灰色 (10YR5/1)粗 粒砂混じり粘質シル ト(遺物包含層)
にぶい黄色(25Y6/3)粘 土と灰色(75Y4/1)
粗粒砂混じり粘土 (遺物若干含む)
灰色 (N4/)粘土

灰色 (N3/)粘土

青灰色 (5BG6/1)粘土 (遺物若干含む)
暗緑灰色 (5G4/1)粘土 (砂粒若干含む)
暗緑灰色 (5GY4/1)粘土

暗緑灰色 (7 5GY4/1)粗粒砂混じり粘土 (弥生中期水差形土器出土)
暗オリーブ灰色(25Y4/1)微 粒砂～粗粒砂
明黄褐色(25Y7/6)微 粒砂

第 3図 土層断面図

Ⅵ 弓削遺跡第 8次調査 (Y G E2008-8)

兵}肖呼翼霊屁小 (2007-54)
調査地
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司
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O         (1:50)       2m
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1層は青灰色粗砂混じリシルト層で、溝状に落ち込むが遺物は出土しておらず、時期は不明で

ある。 2層は浅黄橙色微砂混じリシルト層で、マンガン・鉄分の沈着が認められる。 3層は2層

と似た色調を呈するが、わずかに遺物を含む。 4層は褐灰色を呈し、比較的多くの遺物 (奈良時代)

を含む遺物包含層である。 5層上面はにぶい責色を呈し、遺構の存在する可能性があったので精

査をおこなったが、確認できなかった。 5層中にも若千の遺物を含む。6～ 11層は灰色～青灰色

粘土層で水成堆積と考えられる。 8・ 11層は遺物を含む。特に11層からは、完形に近い弥生土器

が出土した。12層 は層厚が3.5m以上に及ぶ砂層である。湧水が激しく壁面の崩壊する危険が高

かったため、詳細な観察は行っていない。

3)遺構と遺物
今回の調査では、遺構は検出していない。遺物は弥生時代中期～奈良時代の土器が出土した。

弥生時代の上器 (1～ 4)

1は高杯である。杯部は椀状を呈し、口縁部は面を成す。杯底部は円板充填を施す。脚柱部は

中空で、裾部は「ハ」字状に広がる。端部は上方に拡張し、面を成す。裾部に直径 2 mmの 円孔を

6個穿つ。2は水差である。「ハ」字状に広がる台部をもつ。口縁部外面から体部外面上半にかけ

て斜方向の極めて密な櫛描刺突文を施し、横方向のミガキによつて6段に区画する。体部下半は

~｀

3案 4`監~単4製酬

0       埼

第 4図  出土遺物実測図
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体部を5分割して縦描流水文を施す。また、把手外面に円形の刺突文、口縁部内面に短い直線状

の刺突文を施す。台部は極めて密な櫛描刺突文を施し、直径 4 mmの 円孔を10個穿つ。 3は甕であ

る。口縁部は短く、外方へ広がる。 4は壺である。体部片で、外面に紫状文 2段 と刺突文 1段を

施す。 3・ 4は生駒西麓産の胎上をもつ。

古墳時代の上器 (5～ 7)

5は土師器奏である。口縁端部は外方へつまみ出す。体部下半に細かいハケを施す。 6は土師

器高杯である。口縁部は底面から段を持って立ち上がる。脚柱部との接合には挿入付加法を用い

る。内面に密な放射状暗文を施す。 7は須恵器遮である。体部に凹線 2条を施し、その間に刺突

文を施す。外面の一部に自然釉が付着する。

奈良時代の土器 (8～ 15)

8は土師器皿である。口縁部は内彎し、端部は内側に肥厚する。内面に放射状暗文を施す。 9

は須恵器杯である。断面台形状の高台をもつ。内面が著しく摩滅しており、転用硯として使用さ

れた可能性がある。10は須恵器壺である。口縁端部は上方に拡張し、面を成す。内面に自然釉が

付着する。11は土師器蓋である。円柱状のつまみをもつ。12は製塩土器である。胎上に直径 2～

3 mm程度の砂粒を多量に含む。内面に調整の際の圧痕が認められる。13・ 14は土師器羽釜である。

ともに生駒西麓産の胎土をもつ。13は鍔を欠損する。口縁部は短 く外反する。14は鍔のみ残存す

表2 遺物観察表

番号
類
種
種
器

上

位

出

層 法量 (cm) 残存率 調整 色調 備考

1
弥生土器

高杯
11層
口径 :(230)

器高 :(220)
口縁部 i1/10

据部 :ほぼ完形

外面 :ミ ガキ
杯部内面 iミ ガキ
裾部内面 :ハケ

外面 :にぶい責橙色 (10YR7/3)
内面 :にぶい責橙色 (10YR7/2)

裾部に円孔6
箇所あり

2
弥生土器

水差
11層
径
高
径

口
器
底

91
215
152

よぼ完形

口縁部～体部上半 :斜め方向の櫛描
刺突文、横方向のミガキで6段に区
画
体部下半 :体部を5分割し縦描流水
文
取手外面 :円形刺突文
口縁部内面 :刺突文
台部 :櫛描刺突文

内外面 :橙色 (5YR6/6)～ 浅黄橙色 (10YR8/3) 裾部に円孔
10箇所あり

3
弥生土器
奏
11層 口径 :(171) 1/12

口縁部 :ヨ コナデ
内タト面 :ハケ

内外面 :灰色 (75Y5/1)

4
弥生土器

11層 外面 :簾状文
内面 :ナデ

内外面 :暗灰責色 (25Y5/2)

5
土師器
甕
11層 ‐‐６

００
径
高
国
器

口縁部 :ヨ コナデ

外面 :ハケ
内面 :ナデ

内外面 :明赤褐色 (5YR5/8)
断面 :灰白色 (75YR8/1)

6 鞘蔀
11層 不底部完形

外面 :ナデ
杯部内面 :放射状暗文

外面 :にぶい責橙色 (10YR7/2)
内面 :にぶい橙色 (75YR6/4)

7 須恵器
遂
11層 体部径 :(■ 3)

内外面 :回転ナデ
外面に沈線 2条 と列点文

色
色
灰
白灰
面外
面
内
断

(N4/)
(75Y7/1)

8
土師器
杯
4層 口径 :(204)

回縁部 :ヨ コナデ
外面 :ケズリ
内面 :放射状暗文

内外面 :橙色 (5YR6/6)

9 須
恵器

杯
9層 底径 :(104)

内外面 :回転ナデ 外面 :灰 白色 (N8/1) 踪用硯か

須恵器 4層 口径
:(100)

1/6
勺外面 i回転ナデ 外面 :灰色 (N6/)

内面 :灰色 (10Y6/1)
口縁部自然釉
付着

11
土師器

蓋
4層 つ まみ径 :19 つまみ完形

内外面 :ナア 外面 :にぶい責橙色 (10YR7/4)
内面 :灰 白色 (10YR8/2)

12 製塩土器 4層 回径 :(98) 内外面 :ナデ 外面 :にぶい責橙色 (10YR6/3)
内面 iにぶい責橙色 (10YR7/4)

土師器
羽釜

4層 口径 :(214)
口縁部 :ヨ コナデ

外面 :ナデ
内面 :ハケ

内外面 :にぶい褐色 (75YR5/4)

14
土師器

羽釜
4層 鍔径 :(304)

外面 :ナデ 内外面 :にぶい橙色 (75YR6/4)

15
瓦
軒九瓦

4層 直径 :(168)
瓦当面 :内区 複弁蓬華文 界線 2条
外区内縁 珠文 3個残存
側面 内面 :ナデ

外面 :灰白色 (10Y7/1)
内面 :灰色 (N5/)
断面 :灰白色 (10Y8/1)
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る。15は軒丸瓦である。瓦当面の一部が残存する。瓦当の復元径は16.8cm、 厚さは3.5cmを測る。

瓦当文様は、複弁蓮華文で、蓮弁内に子葉を伴う。内区と外区の間に2条の界線を持つ。外区内

縁に珠文帯を持ち、 3個が残存する。外区は残存状況が悪く、当初の形状は不明である。

3.ま とめ
今回の調査では遺構は確認できなかったが、弥生時代中期～奈良時代の上器が出土した。

弥生時代中期～古墳時代の土器は11層 中から出土した。特に弥生時代中期の水差形土器(4)は

外面に精緻な文様を施す良好な資料である。今回の調査では他にも壷 (2)や高杯 (3)な ど中期の

上器が出土している。これまで本郷遺跡内で部分的に遺構が確認されており、本郷遺跡北部から

弓削遺跡南部にかけて小規模な集落が存在していた可能性が考えられる。

古墳時代～奈良時代の土器はいずれも小片であるが、東側隣接地 (弓削遺跡2007-54)と 同様に

奈良時代の土器が出土したことで、該期に調査地周辺を利用していたことが伺われる。

この時期の遺物には特徴的なものとして転用硯の可能性のある須恵器杯 (9)や製塩土器 (12)。

軒丸瓦 (15)があげられる。いずれも月ヽ片だが顕著な摩減は認められず、遠方からの移動は考えに

くい。これまで、周辺に寺院の存在は確認されていないが、未知の寺院や官衡などの遺構が周辺

に存在している可能性が考えられる。
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Ⅵ 弓削遺跡第 8次調査 (Y G E2008-8)

調査区遠景 (西から) 調査区近景 (東から)

土層断面 (4～ 10層 )

下層掘削状況 (南から) 下層断面 (11・ 12層 )
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出土遺物
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所収遺跡 所在地

コード

】ヒ糸革 東経 調査期間
調査面積
(∬ )

調査
原因市町村

跡
号

Ｈ
尾
莱
宵

太田遺跡
(第 9次調査 )

大阪府八尾市若林町三丁目 27212 駆騎勒

度
分
秒

‐３５

３５

０７

2009031

20090327
2009041

20090424

公共下水道

恩智遺跡
(第 19次調査 )

大阪府八尾市恩智南町二丁目 27212
度
分
秒

度
分
秒

‐３５

３７

５４

2008021〔

20080331
2008050〔

30080713

公共下水道

太子堂遺跡
(第 12次調査 )

大阪府人尾市南太子堂二・三丁目 27212
度
分
秒

つ
じ

つ
０

刀
仕

度
分
秒

‐３５

３５

２０

2008102:

20081031
公共下水道

西郡廃寺
(第 5次調査 )

おむさかムやおしいずみちよう8ち ようめ

大阪府八尾市泉町三丁目 27212 46
度
分
秒

135度
36分
17秒

3008122〔

20090107
公共下水道

東弓削遺跡
(第 16次調査 )

大阪府八尾市八尾木三丁目 27212
度
分
秒

度
分
秒

‐３５

３７

０９

2008011〔

30080314
578 公共下水道

弓削遺跡
(第 8久調査 )

大阪府人尾市志紀町南四丁目 27212
度
分
秒

つ
０

つ
じ

刀
仕

度
分
秒

‐３５

３７

０７

2008042〔

200r40502
公共下水道

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構・地層 主な遺物 特記事項

太田遺跡
(第 9次調査 )

集落 弥生時代～中世 な し な し

恩智遺跡
(第 19次調査 )

集落 近世 近世 :土坑 近世 :陶磁器

太子堂遺跡
(第 12久調査〉

集落 近世 近世 :耕作土層 な し 寺平野川の堆積を確認

西郡廃寺
(第 5次調査 ) 寺院 古墳時代 。中世

古墳時代 :ピ ット
中世 :溝

=墳
時代 :須恵器
■世 :土師器・須恵器
死質土器・白磁

東弓削遺跡
(第 16次調査 )

集落 古墳時代 。中世
古墳時代 :土坑・清

中世 :土坑

寺墳時代 :土師器・須庶
希
■世 :土師器

弓削遺跡
(第 8次調査 ) 集落 弥生時代・古代 な し

麻生時代 :土器

=代
:土器・軒丸瓦

太田遺跡では弥生時代～中世に相当すると思われる地層を確認した。恩智遺跡では、近世の遺構・遣
物を確認した。太子堂遺跡では、古平野川の堆積を確認した。西郡廃寺では、古墳時代前期のピット

要 約
と中世の溝を確認した。中世の溝は 2条が平行して延びており、近接した時期に掘削された可能性も
考えられるものである。東弓削遺跡では、古墳時代前期の上坑・溝と中世の上坑を検出した。弓削
では遺構は確認されなかったが、弥生時代中期の上器と古代の上器が出土した。古代の遺物には
丸瓦 1点が含まれる。
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